


者航渡外海

動 物 助 手

物 理 教 授

情 報 教 授

素粒子 助 手

(1   月)

所属  官職  氏   名   渡 航 先 国   渡航期間
物 理 助教授 釜 江 常 好 アメリカ合衆国 60.1.8～ 1.16

渡  航  目  的

墨李碧業基箱埋馨青養』黒孟字慢
出実験」出席のため

分翻御麗畠響2器雰通総告甕徴
動

プラズム物理学の理論的研究のた
め

コンピュータ, グラフィックに関
する研究のため

e+e~相互衝突装置「LEP」 に
於ける万能型測定装置「OPAL」
建設のための調査研究のため

日米ワークショップ「逆転磁場ピ
ンチ」出席のため

グラフ理論の研究のため

国際協同実験電子,陽電子衝突実
験のため

太陽のグローバルな流れの電磁流
体力学的研究のため

屡踏燿国
実験電子,陽電子衝突実

第 2回宇宙空間プラズマ計算機シ
ミュレーション国際学校出席のた
め

陽子,陽子衝突型加速器によるク
ォーク間の相互作用の実験的研究
のため

オーマン首長国地質図検討委員会
出席のため

ピッツバーク分析化学・応用分光
学会議出席のため

高次元類体論の研究のため

60年度 ミュオン実験打合せ緊急会
議出席のため

岡 良 隆 シ ンガ ポール  117～ 1.30

丸 節 夫 アメリカ合衆国  1.21～ 4.14

井 利 泰 アメリカ合衆国  1.11～ 1.16

林 富 雄 ス  イ  ス 変更 1.13～ 3.26

國

　

小

物 理 教 授

情 報 助教授

素粒子 助 手

天 文 助教授

素粒子 助教授

地物研 助 手

宮 本 健 郎

榎 本 彦 衛

蓑 輪   真

吉 村 宏 和

折 戸 周 治

三 浦   彰

(2

アメリカ合衆国

シ ンガ ポ ール

ス  イ  ス

アメリカ合衆国

ス  イ   ス

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

オーマン首長国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ス  イ   ス

シ ンガ ポ ール

月 )

2. 2～  2.10

2.11- 2.23

22～ 2.9

210～  3.31

2. 9- 2.22

2. 3～  2.18

61.
28～ 2.7

2.20- 3. 5

2.24- 3. 4

2.18～  7. 1

2.24- 3. 8

物 理 助 手 三 明 康 郎

地 質 教 授

化 学 教 授

数 学 助 手

中間子 助 手

数 学 教 授

飯 山 敏 道

不 破 敬一郎

斉 藤 秀 司

今 里   純

藤 田   宏 2.28～ 3.10応用解析の研究および同研究の推
進のため
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理学部長 と理職 との交渉

理学部長と理職 (理学部職員組合)の交渉は昨

年12月 20日 ,今年 1月 28日 及び2月 18日 に行われ

た。主な内容は以下のとおり。

1.定員外職員の定員化について

理職から,85年定年制の実施に伴って生ずる欠

員を利用し,期限なし定員外職員の希望者全員の

定員化の要求があり,こ れに対して学部長は「現

在もできる限りの努力をしているが,本人の都合

と各教室・施設の希望とが合致し協力が得られる

ことも必要である。」と述べた。

2.技術職員の専門技術職俸給表への移行につい

て

理職は「技術職員の専門技術職俸給表への移行

を可能にするため,そ の職務内容と責任を規定す

る省令改正をするよう総長・国大協等に働きかけ

してほしい。」と要求した。学部長は「今後も努力

を続けてゆく必要がある。」と述べた。

3.教務職員の助手化について

理職は「近年中に退職する教務職員は定年が60

才になるうえ長く昇給が頭打ちになっているので

助手に振替えてはしい。」と要求した。学部長は

「努力するが制度そのものの問題も考えつつ対処

していく。」と述べた。

4.メ ールシステム

4月 から発足する理学部内の郵便物集配システ

ムに関して,理職は「 3月 からテスト予定の現在

案では 1人で集配することになっており,労働量 ,

体暇などの点で無理がある。要員を 2人に増やす

べきだ詞 と主張した。学部長は「病欠などの際の

ことは考えてある。 3月 のテス ト結果を見たうえ

で問題を検討していきたい。」と答えた。

この他,継続雇用の待遇問題,行日から行l―lヘ
の移行問題などについて,意見が交換された。
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人 事 異 動 報 告

(講師以上)

所属   官 職

化 学  助 教 授

氏   名

薬 師 久 桶

久 我 正 弘

西 貝 正 明

松 田 弘 明

倉 持 よ 志

三 宅 キ ョ

峯 岸 富 代

小 俣 春 江

野 口  宏

中 村 次 郎

小 杉 真 人

齋 藤 重 子

工 藤   恵

渡 rie隆 夫

異動内容    備

昇  任  講師から

(助 手)

化  ミ|

動 物

生 化

(職 員)

事 務

生 化

植 物

事 務

数 学

地 物

天 文

事 務

用 度 掛長

教 務 職員

教 務 職員

用 務 員

用 務 員

用 務 員

事 務 官

事 務 官

発令年月日

50. 1.16

59.12.31

59.12.31

59.12.31

59.12.31

59.12.31

59.12.31

59.12.31

60. 1. 1

60. 1. 1

60. 1. 1

60. 1. 1

60. 1. 1

60. 1. 1

60. 1.25

60. 2. 1

60. 2. 1

勧奨退職

勧奨退職

勧奨退職

勧奨退職

勧奨退職

勧奨退職

辞  職

配 置 換

配 置 換

採  用

採  用

採  用

昇  任

考

職

用

職

復

採

体

手

手
　
手

助
　
助

助

鈴 木   薫  60.1,15

武 田 洋 幸  60.2.1

東 島   勉  60.2.1

事 務  事 務 官

事 務  事 務 官

地 物  事 務 官

地 物  教務 職 員

事 務  用度 掛 長

情 報  事 務 官

数 学  事 務 官

事 務  事 務 官

用
　
用
　
用

採

採

採

敏
　
子
　
美

将
　
雅

厚

邊

水ヽ

渡
　
須
　
林

層璽窒朝菫陽象暑ヤそら

大学院掛から教務掛ヘ

(大学院掛)

菫程穀普
計課予算第一掛

山梨医科大から転任

(人事掛)
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編 集 後 譴

1絣 Jの 11年がようやく終'りましたoお忙しい時間卿 て`報華し`て下さ
れ婿轡様にぷがら鳥礼申し上|げます。いろいるお助|けぃただいた編集委員の方

,々・ どうも,ありがとつございまし,た。また●途中病気のた.4撃恐関係担当の

菊地さん:研究室の秘脅0お二人に臓大変d逃薄をかけまし,た。お諸び雄 礼

を串し上が憲筑6.

こ,れから朝理騨理岬帥働姿くの機義 赫議論養廟融場経して利用き‐れま

すよう,1鋏 |ご協力を鰤 いヽ催します|
(夕こ獨最)

晰譲集讐|:

松 野

麟

1田酪

雇 本

矢 崎

太‐郎

行 美

篤1平

嵐 市

鑢 一

|(m

(イヒ当滓)

(m)
(t欄

(物動

内線 4299
4059
4544

4482
4113




